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近年，準同一映像区間を利用した放送映像の利用支援技術が注目を集めている．これらを利用するとコ
マーシャル映像データベースの構築，関連するニュースストーリの対応付け，番組の構造解析といった
映像の利用支援が可能になる． 本研究では，放送映像中に存在する準同一映像区間をコマーシャルや番
組のコーナを示す映像のような種類に応じて分類する手法を提案する．提案手法では、準同一映像区間
の出現パターンが種類に応じて異なるという特性に注目して分類する．6放送局で放送された 1週間分
の映像を用いた実験により，出現パターンによって準同一映像区間を分類することが可能であり，従来
の種類ごとに特化した準同一映像区間の応用技術を統一的に扱える可能性を確認した．
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Recently, technology to support the access to broadcast video using near-duplicate video segments
has gained attention. By using near-duplicate video segments, it become possible to support the
access to broadcast video contents such as construction of a commercial video database, tracking re-
lated news stories，structure analysis of a TV program. This paper proposes a classification method
of near-duplicate video segments in broadcast video according to their usage. The proposed method
refers to occurrence patterns to analyze and classify the categories of near-duplicate video segments.
By an experiment with broadcast video from 6 stations for a week, near-duplicate video segments
were automatically classified by the proposed method. The method presented the capability to
generally handle individual application technology using near-duplicate video segments.

1 はじめに
近年，情報通信技術の進歩や記憶装置の性能向上に伴

い，家庭用のハードディスクレコーダでも数百時間の映
像を記録することが可能になった．また，YouTube1や
ニコニコ動画2等の動画共有サイトの出現により，我々
が日常的に利用できる映像の量も爆発的に増大してい
る．なかでも放送映像は非常に身近なものであり，構造
解析 ·要約 ·索引付け等により映像を効率的に利用する
技術や利用者が見たい映像を検索する技術が注目を集め
ている．
これらの技術に関して，従来のテキスト情報を中心と

1 http://www.youtube.com/
2 http://www.nicovideo.jp/

する手法に対して，画像情報を利用した研究が行われは
じめている．その中でも準同一映像区間 (near-duplicate

video segments)を利用した研究が注目されている．準
同一映像区間とは放送映像の中に複数回出現する同一
あるいは非常に類似した映像区間のことである．その代
表的なものとしてはコマーシャル映像，同一素材を用い
たニュース映像，番組コーナの先頭に使われる定型的な
CG映像などが挙げられる．これらに関して，コマーシャ
ルデータベースの自動構築 1) ，関連するニュースの対
応付け 2) 3) ，ニュース映像の自動要約 4) ，番組の構
造解析 5) 6) など，さまざまな応用が期待されている．
しかし，準同一映像区間を利用する際に問題となるの

は，コマーシャル映像はコマーシャルデータベースの構
築に，またニュース映像は関連するニュースの対応付け
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に応用するといったように，種類によって応用方法が異
なる点である．従来の研究では，ある特定ジャンルの映
像から準同一映像区間を検出したり，特定の種類の準同
一映像区間のみを検出し，暗黙のうちにその役割を仮定
した上で応用方法が検討されてきた．しかし対象となる
映像のジャンルや準同一映像区間の種類毎に特化した手
法を考えなければならないという問題点があった．
本研究では，映像のジャンルを限定せずにあらゆる準

同一映像区間を検出して，種類ごとに分類することを目
指す．映像のジャンルを限定しない利点は 2つある．1

つ目は準同一映像区間を利用する際に，これまではジャ
ンルごとに個別に扱っていたものを統一的に扱うことが
できるという点である．2つ目は，あるジャンルの映像だ
けでは準同一映像区間の種類がわからない場合に，他の
ジャンルの映像における使われ方を合わせて見ることで
分類が可能になることがある点である．例えば，ニュー
ス番組中に出現する準同一映像区間は，ニュース番組だ
けをみると同一素材のニュース映像である可能性が高い
が断定することはできない．しかし，あらゆるジャンル
の映像を見ることで，ジャンルを問わず多数出現してい
ればコマーシャル映像であるといったように正確な分類
が可能となる，このように，種類ごとに出現パターンが
異なる特性に注目して，準同一映像区間の分類を行う．
以降，2節で準同一映像区間の検出手法について述べ

る．3節では準同一映像区間を種類ごとに分類する手法
を説明する．4節では実際の放送映像を用いた評価実験
と考察について記す．最後に 5節でまとめる．

2 準同一映像区間の検出
本研究では Nodaらの手法 7) を改良した手法を用い

て準同一映像区間の検出を行った．この手法では，照合
に用いる特徴次元を時間方向と空間方向の 2段階に圧縮
し，低次元の特徴で検出候補を絞り込むことによって，
計算量を削減する．この手法に対して独自に改良した点
を以下で述べる．

2.1 照合領域の切り出し

フレーム画像から照合に用いる領域の切り出しを行う．
一般の放送映像では放送局が素材映像に独自のテロップ
を挿入するなどの編集が頻繁に行われる．画像中にテ
ロップが存在すると，同じ素材映像を用いている映像で
あっても，画像的な類似度が低下する．そのためテロッ
プが挿入されにくいと思われる中央の領域を切り出し，
照合に利用する (図 1)．この領域は経験的に決めたもの
である．

2.2 放送局毎の色調の補正

完全に同一の映像であっても放送局により色調に違い
が生じる問題がある．図 2に示す例から，放送局 Aで
放送された映像は放送局 B で放送された映像と比べて
輝度が低いことがわかる．このような色調の違いは放送
局によって一定の傾向が見られる．そこでこれを補正す
るために，同一のコマーシャル映像を利用して補正式を
算出する．
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図 1: 照合領域の切り出し (単位: 画素)

(3)放送局Ａの映像を放送局Bの色調に変換(2)放送局B(1)放送局A
図 2: 放送局による色調の違いと色調補正の結果
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図 3: 放送局間の色相関と補正直線の例

本研究では，関東地方で放送された放送局 6局 (NHK

総合，日本テレビ，TBS，フジテレビ，テレビ朝日，テ
レビ東京) の映像を利用するが，NHK 総合にはコマー
シャル映像が存在しないため，民間放送 5局で共通して
出現するコマーシャル映像 4種類を人手で抽出し，補正
式を算出した．まず，抽出した映像に対して低解像度化
を行い，人手で時間方向の位置合わせを施した．そして，
すべての放送局の組について RGBそれぞれの色相関を
求め，信頼性が低いと考えられる部分 (画素値 4以下及
び 251以上)を除いたうえで，最小 2乗法を用いた直線
近似によって補正式を算出した．放送局間の色相関と補
正直線の例を図 3に示す．実際の補正は，画素値が最も
高い放送局 (日本テレビ) に合わせた．補正された画像
を見ると比較的良好に補正できていることがわかる．た
だ，NHK総合に関しては，今後コマーシャル映像以外
に同じ映像であるものをいくつか見つけることができれ
ば，補正が可能であると考えられる．
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図 4: 「抜粋区間」の例

2.3 ラべリング

照合によって多数の準同一映像区間対が得られるが，
同一の映像が関連付く対がある．そこで，準同一映像区
間のラべリングを行う．以降，同じラベルが与えられた
準同一映像区間の集合を準同一映像区間群を呼ぶ．

3 準同一映像区間の分類
3.1 準同一映像区間の分類種別

本研究では，応用を考慮して準同一映像区間を以下の
6種類に分類する．

1) コマーシャル: コマーシャル映像

2) ニュース: 同一素材映像を用いたニュース映像

3) コーナ: オープニングやコーナの先頭 CG映像等，
番組の構成を表すのに使われる同一映像

4) 類似構図: キャスタショット等，構図が類似した映像

5) 再放送: 番組の再放送

6) 抜粋区間: 別の映像から抜粋した映像で構成される
区間

6) は単体でみると単なる準同一映像区間であるが，
図 4のように別の時刻に出現する映像から短い区間を抜
粋して連結した映像のことである．具体例としてある番
組のオープニングで番組内容を紹介する映像のほか，番
組の次回予告，スポーツのハイライト映像がある．
上記の各種類の準同一映像区間について，以下の応用

方法が考えられる．

1) コマーシャル: コマーシャル映像の除去やコマー
シャル映像データベースの構築

2) ニュース: 関連するニュースストーリの対応付け

3) コーナ: 番組の構造解析や特定コーナの抽出

4) 類似構図: 番組の構造解析に使えるが，応用によっ
ては不必要

5) 再放送: シリーズものの番組でどの回の再放送であ
るかの判別

6) 抜粋区間: 本編と対応付けて利用者に提示

(1) 「コマーシャルコマーシャルコマーシャルコマーシャル」の出現パターン

(2) 「ニュースニュースニュースニュース」の出現パターン

(3) 「コーナコーナコーナコーナ」の出現パターン
図 5: 準同一映像区間の出現パターン

準同一映像区間
「再放送」の分類

「コマーシャル」の分類
「コマーシャル」を含む区間の除去

「コーナ」の分類

「再放送」
「コマーシャル」
「コーナ」

内包区間の除去

「類似構図」の分類 「類似構図」
「抜粋区間」の分類
「ニュース」

「抜粋区間」

図 6: 準同一映像区間の分類手順

3.2 分類手順

図 5に示すように，種類によって出現パターンの傾向
が大きく異なる．そこで提案手法では準同一映像区間の
出現パターンに関する条件を人手で設定し，準同一映像
区間の時間長と合わせて分類を行う．分類手順を図 6に
示す．図に示すようにクラスごとの条件を満たす準同一
映像区間を順に抽出していくことによって分類を行う．
分類の前に，ある準同一映像区間群が別の準同一映像

区間群を完全に内包する場合 (図 7)，内包された区間は
除去する．
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映像
準同一映像区間群A

準同一映像区間群B
AがBを完全に内包しているためBを除去
図 7: 内包区間の除去

まず，「再放送」と「コマーシャル」に関しては準同一
映像区間自身の時間長が特徴的である．よって，以下の
ように分類する．

「再放送」の分類

「再放送」はある 1つの番組全体あるいはコマーシャ
ルで区切られた長い映像が準同一映像区間として検出さ
れる．そこである準同一映像区間群のうち θtime error の
割合で区間の時間長 t [フレーム]が θrepeat time 以上の
とき「再放送」に分類する．

「コマーシャル」の分類

「コマーシャル」は一般に時間長が決まっている．日本
では 15秒 (450フレーム)，30秒 (900フレーム)，60秒
(1800フレーム)のいずれかであるものがほとんどであ
る．そこで「コマーシャル」を分類する際に準同一映像区
間の時間長を用いる．若干の変動やコマーシャル映像の前
後に類似した映像がある場合を考慮して，ある準同一映
像区間群のうち θtime errorの割合で区間の時間長 t [フレ
ーム]が 450−tcm time error < t < 450+tcm time error，
900−tcm time error < t < 900+tcm time error，1800−
tcm time error < t < 1800 + tcm time error のいずれか
の条件を満たすとき「コマーシャル」の候補とする．し
かし，この条件だけでは偶然 15秒，30秒，60秒の時間
であった「コマーシャル」以外のものを除去できない．
そこで，ある準同一映像区間群内の区間が出現している
期間が θcm span 日以上である，あるいは出現している
放送局数が 2局以上であるという条件を与える．
ここで，あるコマーシャル映像と別のコマーシャル映

像の一部が共通する場合に共通部分が準同一映像区間と
して検出される．また，同じ順番でコマーシャル映像が
連続して放送される場合に複数のコマーシャル映像が 1

つの準同一映像区間として検出される．そこで，「コマー
シャル」として分類された準同一映像区間群と一部でも
重複を持つような準同一映像区間群をコマーシャルの一
部やコマーシャルの連結として分類から除外する．

「コーナ」の分類

次に「コーナ」の分類を行う．図 8に処理の概要を示
す．分類実験では 1週間分の放送映像を対象にするので，
毎日放送される番組で出現する準同一映像区間を考える．
そこで周期的に出現するという条件を毎日同じ時間帯に

時刻

日付

時間幅Lcorner以下出現日数θcorner日以上

条件を満たせば複数の枠があってもよい 若干の誤検出は許容

図 8: 「コーナ」の分類

出現するという条件に置き換える．厳密に同じ時間に出
現するとは限らないため時間帯の幅として Lcorner の間
に収まるとき同じ時間帯に出現するものとみなす．また，
出現する時間帯が複数ある場合も許容する．また，番組
が放送されない日や特定のコーナがない日を想定して，
毎日ではなく θcorner date 日以上出現していることを条
件として与える．さらに，若干の誤検出を許容するため
に，区間のうち θcorner error の割合で時間帯と出現日数
の条件を満たす場合に「コーナ」と分類する．

「類似構図」の分類

続けて「類似構図」の分類を行う．まず，出現する放
送局数が 1局であるという条件を与える．また，非常に
短い間隔で出現する場合に「類似構図」であると考える．
ただし，複数日の同じ番組で類似した構図がある場合も
あり，日をまたぐ場合には間隔があく．そこで，出現間
隔の中央値が θinterval 以下という条件を与えることで
間隔があく場合に対処する．

「抜粋区間」の分類

「抜粋区間」は別の映像から抜粋してきた映像区間
を構成する複数の準同一映像区間群をまとめて分類す
る．「抜粋区間」の分類について図 9 に示す．まず，放
送局数が 1 局であるという条件を与える．その中で準
同一映像区間が連続している部分を抽出するために，複
数の準同一映像区間の時間差が θabstract space 以下で，
かつ θabstract number 個以上接して出現する部分を抽出
する．抽出された準同一映像区間の集合について接す
る部分以外を見た時にある時間幅 θmax abs range の中で
全種類の準同一映像区間が出現して，かつある時間幅
θmin abs range では全種類が出現しない場合に「抜粋区
間」と分類する．

「ニュース」の分類

「ニュース」に関してはさまざまな出現パターンが
考えられ，分類の条件がを決められなかったため，最後
に残された準同一映像区間をすべて「ニュース」と分類
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θabstract_number種類以上間隔θabstract_space以下

余計な部分があってもよい
映像

θmin_abstract_range以上θmin_abstract_range以下の幅で全種類が出現

図 9: 「抜粋区間」の分類

表 1: 分類に用いたパラメータ

パラメータ 数値
θtime error 0.8

θrepeat time 9,000フレーム (5分)

tcm time error 60フレーム (2秒)

θcm span 1日
Lcorner 108,000フレーム (1時間)

θcorner date 3日
θcorner error 0.8

θinterval 18,000フレーム (10分)

θabstract space 150フレーム (5秒)

θabstract number 3個
θmax abs range 216,000フレーム (2時間)

θmin abs range 9,000フレーム (5分)

する．

4 実験
準同一映像区間の分類手法の性能を評価するために，

実際に放送されたあらゆるジャンルの放送映像から準同
一映像区間を検出して分類する実験について述べる．

4.1 実験条件

本実験では，関東地方の放送局 6局 (NHK総合，日
本テレビ，TBS，フジテレビ，テレビ朝日，テレビ東京)

で 2008年 4月 24日から 4月 30日に放送された 1週間
分の放送映像 (計 1,008 時間) に対して準同一映像区間
の検出を行った．この処理は 1台の CPUでは現実的な
時間で行えないため，計算機クラスタを使用し 40CPU

で並列処理を行うことで約 4日で処理をが完了した。そ
の結果，準同一映像区間対は 3,597,943組で，ラべリン
グを施した結果，40,298 群の準同一映像区間群が得ら
れた．これら 40,298群の準同一映像区間群に対して 3.1

節で説明した 6種類に自動的に分類する実験を行った．
分類の際に用いたパラメータを表 1に示す．

4.2 実験結果

40,298 群の準同一映像区間群を自動分類した結果，
表 2のようになった．
次に，分類の精度を評価するために「コマーシャル」，

「ニュース」，「コーナ」，「類似構図」，「抜粋区間」の 5種

表 2: 自動分類の結果

分類 準同一映像区間群の数

1)「コマーシャル」 2,020

2)「ニュース」 14,349

3)「コーナ」 533

4)「類似構図」 14,457

5)「再放送」 61

6)「抜粋区間 」 3,122

その他3 5,756

表 3: 自動分類の精度 (単位: %)

人手による分類結果
1) 2) 3) 4) 5) 6) その他4

1) 92 1 2 0 0 0 5
2) 1 51 7 5 0 17 19
3) 0 0 65 2 0 0 33
4) 0 0 0 63 0 6 31
5) 0 0 0 0 36 0 64

自
動
分
類
結
果 6) 1 49 2 0 0 35 13

類についてランダムに各 100群及び「再放送」全 61群
の計 561群の準同一映像区間群を選び，人手で分類して
自動分類の結果と比較した．「抜粋区間」については一つ
の抜粋区間から 2群以上選ばないようにした．分類精度
評価の結果を表 3に示す．

4.3 考察

「コマーシャル」に関しては良好に分類できた．また，
他の種類に誤分類されたコマーシャル映像も少なかった．
この結果からコマーシャル映像データベースのを構築す
ることを考えると，十分な精度で分類できたと考えら
れる．さらに，コマーシャル映像に挟まれている映像も
コマーシャル映像であると仮定をすれば，さらにデータ
ベースの性能を向上させることができる．
「再放送」あるいは「コーナ」と自動分類されたが人

手による分類ではその他の種類であった準同一映像区間
について見ると，多くが深夜の通信販売番組で出現する
区間であった．通信販売番組を除外すれば，「再放送」に
ついては正解率 69%，「コーナ」については正解率 88%と
なり，十分な精度で分類できたと考えられる．
「類似構図」と自動分類されたが，人手による分類で

は「抜粋区間」である区間を誤分類した場合が見られた．
これは，直後の内容を抜粋している場合には短い間隔
で準同一映像区間が出現するためである．その他にも短
い間隔で出現する準同一映像区間として，複数のコマー
シャル映像の前後で使われるリプレイ映像や，ニュース

3 他の群に完全に内包された群やコマーシャル映像の一部 ·
連結など，処理の過程で分類から除外したもの

4 6種類のいずれにも当てはまらないと人手で判断した準同
一映像区間群
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ほぼ同じ短いニュース

時間的に近い抜粋区間と判断

図 10: 「抜粋区間」の分類誤り例

抜粋区間と判断

本編

検出もれ

一部だけ抜粋区間として検出

図 11: 「抜粋区間」の一部のみが検出される例

番組においてコマーシャルでない映像の前後で出現する
リプレイ映像が多く存在した．現状では類似構図を分類
する際に出現の間隔しか見ていないが，その他の出現パ
ターンを用いることで精度が向上できると考えられる．
「抜粋区間」には，図 10のように長いニュース番組内
などで同じトピックの短いニュースを何回も放送する場
合に，内容の微妙な違い等によって抜粋区間と判定され
る場合が多かったため精度が悪かった．一般にこのよう
なニュース映像は数多く出現すると考えられるので，出
現頻度の上限に関する条件を与えるなどの解決策が考え
られる．また，抜粋したと思われる区間の一部しか「抜
粋区間」と検出されない場合が多かった．これは図 11の
ように本編に出現するが準同一映像区間検出からもれた
映像や，そもそも本編には出現しない映像が間に挟まっ
たために生じたと考えられる．「抜粋区間」を抽出する際
に，検出もれや余分な映像の存在に頑健な手法を検討す
る必要がある．
「ニュース」に関しては，現状では明確な出現パター

ンの傾向を見つけることができなかったため，どのクラ
スにもあてはまらない準同一映像区間が数多く分類され
た．また，「抜粋区間」の分類手法が十分でなかったため
に，人手による分類では「抜粋区間」の区間群を誤分類
する結果となった．改善策としては，「ニュース」を特徴
づける出現パターンの検討や新たなクラスを追加する手
法が考えられる．

5 まとめ
本報告では，あらゆるジャンルの放送映像から準同一

映像区間を検出し，コマーシャル映像やコーナの先頭を
表す定型的な映像などの種類ごとに自動分類する手法を
提案した．実験の結果，「コマーシャル」や「コーナ」は
高い精度で分類できることを確認した，また，その他の

クラスについてもある程度の精度で分類できたので，準
同一映像区間の自動分類により，映像のジャンルや準同
一映像区間の種類を限定した従来の利用支援技術を統一
的な枠組みで行える可能性を示した．
今後の課題としては，自動分類手法の改良として機械

学習による分類規則の学習や電子番組表 (EPG)の情報
を併用した分類の検討，より大規模な映像に対する適用
が挙げられる．
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